遺留分侵害額請求書
被相続人氏名　○○○○
相続開始日　　令和○年○月○日
本籍地　　　　○県○市○町○○
最後の住所地　○県○市○町○○
法定相続人　　○○□□（被通知人）
法定相続人　　○○△△（通知人）
私は、上記被相続人○○○○の法定相続人であり、遺留分対象財産の○分の１を遺留分として有しておりますが、次の行為が私の遺留分を侵害しているので、民法１０４６条１項により、遺留分侵害額の請求を致します。次の金額を次の銀行口座に振り込んでお支払い下さい。

記

遺留分侵害額＝Ａ×Ｂ－Ｃ－Ｄ＋Ｅ＝金○○円
遺留分対象財産（Ａ、民法１０４３条１項）・・・金○○○円

通知人の遺留分割合（Ｂ、民法１０４２条）・・・○○分の１

民法１０４６条２項１号の額（Ｃ、通知人が受けた贈与額）・・・金○○円

民法１０４６条２項２号の額（Ｄ、通知人が受けた特別受益）・・・金○○円

民法１０４６条２項３号の額（Ｅ、通知人が承継する債務）・・・金○○円

○○銀行　○○支店　普通口座　名義人○○○○

１、遺留分対象財産（Ａ、民法１０４３条１項）＝Ａ１＋Ａ２－Ａ３・・・金○○円
２、被相続人が相続開始の時において有した財産の価額（Ａ１）・・・金○○円
３、贈与した財産の価額（Ａ２）・・・金○○円
（１）、遺言書（〇〇公証役場）による遺贈
遺言書日付　平成○年○月○日
遺贈された不動産の表示
所在　○県○市○町○○
地番　○○
地目　宅地
地積　○平米
遺贈価額・・・金○○円

（２）、生前贈与
生前贈与された不動産の表示
所有権移転登記　受付日　平成○年○月○日　受付番号○○（○法務局○出張所）
登記原因及び日付　平成○年○月○日　売買
所在　○県○市○町○○
地番　○○
地目　宅地
地積　○平米
この売買では売買代金の支払いがされていないので実質贈与であった。
贈与価額・・・金○○円

４、相続債務の全額（Ａ３）・・・金○○円
以上

本書面到達後２週間以内に、上記支払いを頂けず、何らの誠意あるご対応も頂けない場合は、貴殿が受けた全ての贈与について法定遅延損害金も含めた遺留分侵害額の給付判決を得るべく管轄裁判所に訴訟提起を行わざるを得ませんので悪しからずご了承下さい。
令和○年○月○日
通知人　　○県○市○町○○　　○○△△
被通知人　○県○市○町○○　　○○□□
注１　令和１年７月１日以降に相続発生した場合の遺留分侵害請求権の行使についての通知書です（それ以前は従来の遺留分減殺請求書です）。時効の関係もあり通知書の存在を証明する必要がありますから、配達証明付きの内容証明郵便で行う必要があります。
　２　本書式は遺留分侵害額の具体内容を明記していますが、受贈者が相続財産や生前贈与を隠匿しているなど相続財産が不明である場合は、通知書の冒頭に「私は、上記被相続人○○○○の法定相続人であり、遺留分対象財産の○分の１を遺留分として有しておりますが、貴殿が受けている贈与により私の遺留分が侵害されていますので、民法１０４６条１項により、遺留分侵害額の請求を致します。具体的な侵害額の算定手続および支払い手続に御協力されるよう請求致します。下記通知人連絡先まで返答を求めます。」と記載すると良いでしょう。
　３　遺留分やその侵害額請求については別にHP(https://www.shinginza.com/)や03-3248-5791新銀座法律事務所電話無料法律相談を参考にしてください。
　４　遺留分侵害額請求書権は、相続発生および遺留分侵害を知ってから１年以内に行使しなければなりません。事情を知らなくても相続開始から１０年で行使できなくなります（民法１０４８条）。
